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《割り残されたかたち》 

                                山谷 圭司 

 
 

 
 
（2ページに「作者の言葉」） 
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         33    作者の言葉   

 「旭川彫刻フェスタ」10 周年記念展で、道立旭川美術館内に 1

ヵ月ほど展示されていた作品。今は作者の仕事場である森の中に残

骸が残っている。おそらくそのうち、土木工事の捨て石になるだろ

うと思う。紙だから残らない、石だから残るというわけでなく、そ

のためにこの写真は貴重に思っている。作品を自選したというより、

この図録の写真が気に入っている。撮影者はわからないのだが…。 

（山谷圭司 1955 年、旭川市生まれ、上富良野在住） 

  

本郷新記念札幌彫刻美術館 

 

ひとくちに雪と言うけれど 

館長  寺嶋弘道 

今年の宮の森も昨年と同じように大雪となった。除雪作業や落雪の心配、路面

での転倒やクルマの通行障害など雪害対策に明け暮れる。降雪に始まり融雪に終

わる北国の冬。だが、雪は大地を潤し、営農者やスキー場にとっては恩恵の源、

景況を占うバロメーターでもある。 

彫刻美術館にとっても、毎年１月下旬に開催している「雪像彫刻展」は前庭に

降り積もった雪が素材だから、有難く大切な天の恵みだ。必要な時期に必要な量

が降ってくれるとヤキモキしないで済むのだけれど、こればかりは天候次第。ク

リスマスの頃から堆積作業をはじめ、直前１週間の造形作業まで、作家や高校生

の皆さんの美術館通いが続く。合板を組み合わせておよそ２メートル四方の囲いを作り、雪を投入して

踏み固め大きな白い雪塊を作る。そして、思い思いに形を削り出していく。今年も 10 基の作品とすべ

り台が完成した。そのほかに私も１点、本郷新作品との合作作り(？)に励んでみた＝写真＝。 

雪の造形にはもう一つ問題がある。雪の硬さや湿り気や粒の粗さが成形するときに大いに影響するの

だ。サラサラの雪では固まらず、シャーベット状の雪では氷塊となって難渋する。ひとくちに雪と言っ

てもさまざまで、雪質に応じた工夫が必要なのである。 

本郷新との合作作りでは、ブロンズ作品の直上に雪を積み上げていくので、万一、雪塊の滑落や暖気

による倒壊を考えると、氷状の硬い雪ではキズつけることになりかねない。ちょうど運よく、オープン

前日に 20 センチほどの降雪があり、除雪作業で集めたその雪の塊がソフトでいい按配、崩れぬように

そおっと積むことができたのだった。かくして「少女のイグルー」は完成。会場で一番柔らかい雪の造

形物だったことにお気づきいただけただろうか。 

 

タイトル： 《割り残されたかたち》 

制作年：2010年 

素 材：上富良野硬石（安山岩） 

サイズ：H98×W215×D181 ㎜ 

設置場所：現存せず 

 

 

 

設置場所：留寿都村黒田  
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風見鶏 

建築家・田上義也
たのうえよしや

とれきけん建築アーカイブ 

角 幸博 

（NPO 法人歴史的地域資産研究機構代表理事 

・北海道大学名誉教授） 

本郷新記念札幌彫刻美術館本館(1971年)

は、道立近代美術館の建築面積の20分の1

弱の小さな建物で、まわりの住宅の方が大

きくさえ感じられる規模である。この設計

が、建築家・田上義也（1899-1991）が主宰

する田上建築制作事務所であることは、多

くの方がご存知だろう。道路の向かい側の

記念館（旧本郷新アトリエ）は、建築家・

上遠野
か と の

徹
てつ

(1924-2009)の設計で1977年（昭和

52）に完成している。 

筆者は幸いにも生前、お二人とも親しく

させていただいた。田上先生とは、スイス

人建築家マックス・ヒンデルのことをお聞

きした1977年に初めて面会し､他界される

まで何かとお付き合いいただいたし、先生

所蔵の戦前図面一式500数点の寄託も受け

ることとなった。この寄託の仲介をしてく

ださったのが上遠野先生である。先生は

1963年から88年まで北大建築工学科非常勤

講師をされていたが、筆者ら建築21期生は

1969年に造形演習を受け持っていただいた。

ちょうど学生運動が吹き荒れる中、校舎が

封鎖されて製図室が使用できないこともあ

って、先生宅の居間で即日設計と模型制作

を一日がかりで完成させた。当時の稚拙な

バルサ材の模型を、建築写真家に撮影して

もらう機会を作ってくださり、またヒンデ

ル設計の北星学園女教師館(1926年、現創立

百周年記念館)の実測調査や同館保存の機

会も与えてくださり、先生が他界されるま

で多くの導きをいただくことができた。 

2012年に大学を退職し、NPO法人歴史的地

域資産研究機構を立ち上げる際に、れきけ

ん建築アーカイブの収集・公開も開始した

が、アーカイブの基になったのは、筆者が

収集した棟札
むなふだ

の他、田上義也建築図面500

数点とスケッチブックや蔵書類、関連写真

などである。蔵書やスケッチブックは、田

上先生が他界された1991年８月の5ヵ月前3

月に私に託されたものである。虫が知らせ

たと言おうか、今となっては大切な形見分

けとなっている。 

筆者も70歳を越え、このアーカイブの持

続と保存とが大きな課題となっている。こ

のNPO法人が存続している間はともかく、そ

のあと、これらの貴重な資史料を次の世代

へ、いかにして継承するかである。今から

30年前に北海道建築博物館の設置を提案し

たことがあるが、今一度その必要性を訴え

たい。建築家のオリジナル図面やスケッチ

ブックの収集・保存のほか、歴史的建造物

の実測図や建築図書の集積、建築家の作品

や失われた建物のフィルムライブラリー、

解体の運命を辿る建物たちの部材や材料、

家具などの収蔵、職人の伝統的な技・構想・

道具などの保存継承や、先日逝去された建

築史研究者仲間の所蔵資料の継承なども含

まれるかもしれない。公的な建築アーカイ

ブの設立を夢見つつ、今はれきけん建築ア

ーカイブの維持と充実を模索中である。 
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寄稿 

ロッビアの彫刻と余市のワイン 

              彫刻家・松本隆  

 

ル カ ・ デ ッ ラ ・ ロ ッ ビ ア

(1399/1400-1482 年、フィレンツェ)

は、日本ではあまり馴染みがありませ

んが、イタリアでは有名な彫刻家です。

トスカーナ地方を中心に教会の壁龕
へきがん

などに、聖母子などを主題にした青地

に白の美しい光沢の陶製彫刻を数多

く作りました。この素材は専門的には

「施釉テラコッタ」と呼ばれます。そ

れは、公共彫刻にとって優れた素材で、

皮膜は堅牢で褪色せず 500年前の色が

そのまま現在に伝わっています。崇高

かつ親しみ易さをもったロッビアの

彫刻はトスカーナの青い空、テラコッ

タの屋根、教会建築、空気などとの調

和のなかで存在し、彫刻にとってロケ

ーションが切り離せないものである

ことを感じさせられます。 

 現在私はルカによって創始された

「ロッビア工房の施釉テラコッタ彫

刻」の技法研究を行っています。そし

て「ロッビア家の秘密」と呼ばれる、

釉薬配合の謎に直面している状況で

す。どの世界でも釉薬のレシピは「秘

伝」であることが多く、ロッビア工房

も例外ではありません。そんな秘密を

解き明かすことは難しい試みですが、

やりがいのある研究ともいえます。 

ロッビア家の秘密（レシピ）は秘中

のうちに失われ、現在ではその技術を

伝える文献は一つも残っていません。

ロッビアの釉薬は、当時のマジョリカ

焼を応用したもの

と考えられていま

す。唯一の手掛かり

として「陶芸三書」

というマジョリカ

焼の技法に触れた古文書があります。

その中には、ワインの酒粕（発酵中に

溜まった滓）の灰よる釉薬の記述があ

り、私はこれを再現の第一の手掛かり

にしようと考えました。 

ところが、その様なものは市販され

ていません。ワインの酒粕の入手を模

索中に彫刻家の唐牛幸史さんに相談

させて頂いたところ、札幌彫刻美術館

友の会の多くの方々の目を見張る行

動力で情報を収集していただきまし

た。僕のなかでは当面の入手を諦めか

けていたのですが、余市にあるオチガ

ビワイナリーさんから大量の酒粕を

提供して頂けるという話が急遽舞い

込んできたのです。2017年 12月 28

日にお話をいただき、次の日には私は

もう札幌に降り立っていました。「居

ても立ってもいられない」というのは

このことでしょう。唐牛さんとともに

30日にお伺いして 400リットルもの

酒粕を頂くことが出来たのです。一連

の出来事は「奇跡的」としか言いよう

がなく、私は宝物を手にした喜びとと

もに、友の会の方々との出会いとお力

に大変感謝しています。まだまだ研究

は過渡期です。いつの日か、余市のワ

インからできた陶製彫刻をお見せで

きるよう健闘して参ります。 

ロッビア作《林檎

の聖母》 
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寄稿 

亀谷 隆（会員） 
武蔵野美術大学校友会北海道支部長 

 

札幌・中島公園に設置の《木下成太

郎像》の修復概要については、「いず

み」62号で紹介されたので、修復作業

時の出来事を話しましょう。 

 設置より76年余の時が過ぎ、風雪な

どによっての損傷調査は、1998年（平

成10年）から毎年、１～2回にわたり、

武蔵野美術大学と大東文化大学の協

力により、武蔵野美術大学彫刻科・黒

川弘毅教授を中心に行われており、さ

らに、札幌彫刻美術館友の会と両大学

の校友会、同窓会の北海道支部も協力

している。 

 2016年秋の内視鏡調査で、基壇と像

とを固定させている直径18㎜の鉄ボ

ルトの中心部が２㎜ほどになるまで

錆びて細くなっているのが判明した。 

 調査結果は緊急報告として黒川教

授が作成し、支部から所有・管理者で

ある札幌市建設局みどりの推進部に

修復を急いで行うことを要請した。 

 翌17年春、黒川教授より弘前城復元

を視察していた筆者に電話があり、

「市より修復の具体的な内容を求め

られています」とのことで、夏に黒川

教授を中心に、彫刻修復の経験がある

大利誠司氏（道教育大学札幌校卒）、

彫刻家の唐牛幸史氏（金沢美術工芸大

学卒）、高嶋直人氏（黒川研究室）に

よって具体的な事前調査を行い、夏祭

りの屋台組みを目にしながら、像の周

辺の小枝に蚊取り線香を吊るし、カラ

スの糞に注意しての作業にあたった。 

 その後、具体的作業は、雪降る直前

の17年11月7日から10日までの4日間

とし、修復は創業110年の歴史と実績

を持つ六書堂（札幌、代表・藤田開）

が請け負った。 

 7日に吊り上げなどの手順を図示し

た書類を基に日程、分担、連絡網、機

材確認、不足資材調達などの打ち合わ

せを行った。翌8日は、肌寒い日の足

場組みとなり、夏の蚊取り線香に代わ

って、晩秋のカイロとなり、昼食は温

かい飲み物と弁当で過ごし、唐牛さん

はカラスに弁当の肉を奪われたりし、

屋外作業で気を付けることを知った。 

 また、市の指示で夜の7時まで警備

するようにとのことで、大利さんと唐

牛さんが寒い夜の警備にあたった。 

 足場組みを終えた9日、午前中に基

壇と像とを切り離し、晒（さらし）な

どで養生した後、パイプで固定し、約

500m南の公園事務所倉庫に搬入し、ほ

っとした途端、頭上の雲行きが怪しく

なり、午後には大雨の悪天候となった。 

 そんな嵐の中、立会人である彫刻美

術館の寺嶋館長に確認に来ていただ

き、今後の修復などについて関係者と

話し合った。 

その夜、テレビで中島公園内のトイ

レの天井が雨の影響で落下したとの

報道、翌日には近くのトイレが使えな

くなり、道立文学館まで歩く羽目にな

った。 

夏の蚊、晩秋のカイロ、昼のカラス、

急な大雨、使用禁止のトイレなど、ふ

り返ればさまざまなことが起きるの

も楽しみの一つかもしれない気持ち

で今年の修復を終えた。  
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友の会ニュース 

北海道 150 周年の幕開け 友の会新年会 

18 世紀イタリアヴァイオリンの響きを体感 

 

2018年の友の会新年会が

1月27日、札幌・中央区の

OKUI MIGAKUギャラリーで

開かれ、橋本信夫会長が

「北海道150周年を記念す

る今年は北海道の開拓に

関連する彫刻100作品の選

び出し、カタログ編纂、地

図コンテンツ制作など多

くのプログラムが予定さ

れており、ウェブを活用して全国・世界に向けて発信して

いこう」と熱く抱負を語った。 

 次いで、高橋大作副会長が円山動物園の山内壮夫作《よ

いこつよいこ》像の修復状況を報告、地元業者と彫刻家・

唐牛幸史氏の尽力で無残な姿から美しく蘇るまでの工程を

スクリーンで紹介した。また、続いて、中島公園にある武

蔵野美大創設者でもあった《木下成太郎像》（朝倉文夫作）

修復について同大校友会北海道支部の亀谷隆支部長が報告。

設置以来 75年もの時を経て、台座ばかりでなく本体にも亀

裂が見られ、台座からはずして修復作業に入っているとい

う。 

このあと、ランチをはさみながら

北大クラーク像の作者、田嶼碩朗の

伝記『彫刻家 父・田嶼碩朗のこと』

の著者・山﨑貞子さん、広田まゆみ

道議、篠田江里子札幌市議、札幌彫

刻美術館の寺嶋弘道館長ほか新入

会員 3人のスピーチがあった。 

この日のメインイベントは橋本

会長が所蔵する 18 世紀のイタリア

製ヴァイオリンによるミニコンサ

ート。ニューヨーク・フィ

ル楽団員の手を経て会長の

もとに渡った経緯などが語

られ、ヴァイオリンの歴史

やカルロ・トノーニ製作の

この名器に皆の期待が大き

くふくらんでいた中、ヴァ

イオリニストの鈴木京さん

による演奏は、その期待を

十二分に上回った。贋作が

出回り本物に出会える確率

は 100 分の 1 ほどとのこと

だったが、力強く美しいそ

の音色は本物で、会場を魅

了した。 

 最後は恒例の参加者全員

による合唱。奥井理作品に

取り囲まれ、鈴木さんのヴ

ァイオリンと吉泉善太さん

のピアノという贅沢な伴奏

で「上を向いて歩こう」な

どを歌って新年会を閉めた。 

＜お知らせ＞ 

新年会に参加した「彫刻家 父・田嶼

碩朗のこと」の著者、山﨑貞子さんか

ら希望者に著書を寄贈したいとの申し

出がありました。希望者は事務局の細

川さん（090-9435-2551）まで連絡を 
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友の会ニュース 

 

北海道 150 年事業 

「北海道みらい事業」に応募 

彫刻 100選地図コンテンツ制作 
 

北海道 150年を盛

り上げるための「北海

道みらい事業」に友の

会も北海道史に関連

するモニュメント彫刻 100点を

選び、カタログ作成と彫刻地図

の制作に取り組む。 

事業は 2018 年が「北海道」

と命名されて 150年になること

から、これまでの先人の偉業を

振り返り、未来を展望する事業

として北海道 150年事業実行委

員会が募集、友の会が応募した。 

会員だった故・仲野三郎さん

が単独、全道を回って記録した

約 3000 点の彫刻の写真データ

の中から歴史的なモニュメント

作品 100点を選び出し、彫刻カ

タログとして編集すると共にデ

ータをインターネットに載せ、

デジタル彫刻地図コンテンツと

して活用できるようにする。こ

れによって北海道史や郷土史に

関連する彫刻に光をあて、 

教育や観光などに利用してもら

うのが狙い。 

彫刻美術館支援活動 

図書コーナー窓口と蔵書整理 
毎週土曜日午後に実施 

札幌彫刻美術館の記念館 2 階

に今年 1 月から図書コーナーが

設置され、美術館からの要請を

受けた友の会の会員が交代で閲

覧受付、図書整理などにあたっ

ている。 

同美術館には彫刻家・本郷新

が収集した多数の蔵書などがあ

り、これらを同館を訪れる美術

ファンにも利用してもらいたい

と同館が記念館 2 階にコーナー

を設けた。本郷新の著書をはじ

め、収集した図書などから 50

冊ほどを並べ、来館者が自由に

読むことができるスタイルにな

っている。 

コーナーは土曜日午後からで、

そのつど友の会会員が当番でコ

ーナーに立ち会い、閲覧の受付

などを行っている。 

また、同館が所蔵している本

郷の蔵書など約 3000 冊の図書

整理も行っ

ており、交代

で蔵書の分

類、確認、ラ

ベル作成な

どを行い将

来の有効利

用に役立て

る。 

HP「街なかの美術館」 

医療情報誌「ケア」に連載 

友の会のホームページで公開

している札幌市内の彫刻地図ガ

イド「街なかの美術館」が札幌

市の北海道医療新聞社が毎月発

行している医療情報誌「ケア」

に 4 月から連載されることにな

った。 

 「街なかの

美術館」は札

幌市内にある

ざっと 750 点

の野外彫刻を

地図の上から検索すると彫刻の

写真と共に所在地、作者、制作

年、解説が読み取れるもので、

友の会ホームページの隠れたベ

ストセラー。 

「ケア」への掲載は同新聞社

からの申し入れ。すでに橋本会

長らが編集スタッフと打ち合わ

せを重ねており、計画では「散

歩道」のタイトルで、4 月号か

ら毎号 3 ページで友の会の持つ

彫刻データを駆使して市内各区

に点在する彫刻を掲載する予定。

彫刻の数が多いことから長期の

連載になる見込み。 

友の会としては地道な活動が

社会から認められたのと同時に

新たな媒体で全道的に活動が紹

介されることになる。 

「ケア」は 18 ㎝×17 ㎝のほ

ぼ正方形で 60㌻。発行部数は 4

万部、定価本体 334円。 

読み方は   ヤマウチ 

彫刻家・山内壮夫 
著作権は  友の会が管理 

北海道を代表する彫刻家・山

内壮夫（1907―75年）の名前の

読み方はこれまで「ヤマノウチ」

と「ヤマウチ」で統一されてい

なかったが、友の会は今後、読

み方を「ヤマウチ」に統一する

ことにした。遺族との話し合い

などから、山内家では「ヤマウ

チ」と言っていることなどを根

拠にした。 

また、山内作品の著作権につ

いても、遺族との手紙のやり取

りを重ね、昨年 9月、「私たち故

山内壮夫の遺族は北海道におけ

る故山内壮夫の作品に関して、

その資料の使用や彫刻などの維

持保全の時期、方法その他を札

幌彫刻美術館友の会に一任いた

します」との文書を受け、事実

上、山内作品の管理などを友の

会に委ねられることになった。 
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事務局日誌 

▼2017年12月14日＝12月定例

役員会（エルプラザ）北海道150

年記念事業参加、美術館図書整

理など協議▼16日＝彫刻美術館

図書コーナー開設、支援▼20日

＝北海道みらい事業登録申請▼

27日＝会報「いずみ」62号発行、

発送▼2018年1月11日＝1月定

例役員会（エルプラザ）新年会打

ち合わせほか▼19日＝札幌国際

プラザ企画事業部の池田翔氏に

活動状況説明▼27日＝2018年

友の会新年会（奥井理ギャラリー）

▼29日＝北海道医療新聞「ケア」

誌と記事掲載で打ち合わせ▼2

月8日＝2月定例役員会（エルプ

ラザ）2018年度総会日程ほか▼９

日＝ゆきあかりin中島公園参加 

編集後記 ▼彫刻美術館で開

催中の「ふれる彫刻 手でみる

アート」展。本郷新の《馬の首》

《不死鳥》《哭》などおなじみの

作品が並び、手を触れられる作

品も▼恐る恐る作品に触れると

ごつごつした作品の肌触りから

本郷のごついが温かな手の感触

が伝わって来るようだった。 

          （大内） 

札幌彫刻美術館友の会 

会報「いずみ」 №63 

2018年4月1日発行 

発行人     橋本 信夫 

編集者     大内  和 

（札幌市清田区清田5－4－6－30    

011-884-6025） 

印 刷        山藤三陽印刷 

本郷新記念札幌彫刻美術館行事予定 

本 館 

■所蔵品展「コレクション展 ふれる彫刻 手でみるアート」 

     開催中～4月15日（日）  

■企画展「第2回本郷新記念札幌彫刻賞受賞記念 

    加藤 宏子 展」 

    4月28日（土）～6月17日（日） 

2月7日に除幕された第2回本郷新記念札幌彫刻賞の受賞作家、札幌在

住、加藤宏子の受賞記念展。和紙の原料である楮を素材とした作品を

手がけ、彫刻の新たな可能性を感じさせる近作を中心に展示。 

記念館 

■所蔵作品展 

常設展（通） 本郷新、その生涯と作品 

本郷新が手掛けた野外彫刻の石膏原型やブロンズ、木彫など代表作、

制作道具などを展示。また、本郷の彫刻一般についての図書、蔵書な

どを情報コーナーで紹介する。 

 

本郷新記念札幌彫刻美術館 

札幌市中央区宮の森4条12丁目 ☎011-642-5709 

 

友の会ホームページ公開中です！ご覧ください 

         http://sapporo-chokoku.jp 
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